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研究分担者 家原知子・京都府立医科大学大学院医学研究科小児科学・教授

A. 研究目的

各指標について連携病院および拠点病院に

おいて QI算定を行い、他施設との比較検討

を行い、さらに、患者家族ニーズ調査の結果

と照らし合わせることで、拠点病院および

連携病院の診療の向上を目的とする。

B. 研究方法

近畿ブロック 21施設の連携病院（カ

テゴリー１―A；９施設、１－B；6施

設、類型 1以外：６施設）において

は、2５の指標について評価を行い、

他施設との比較を行った。なお、近畿

ブロックにおいては、カテゴリー１の

病院のうち、現況報告をされた症例数

直近３年のうち、上位２年の平均が 20

以上をカテゴリ-１Aとすると定義し、

拠点病院連絡協議会にて 1-A 9施

設,1-B 7施設をそれぞれ指定した。

さらに、大阪国際がんセンター 中田

佳世先生を中心に、回答受付期間 2024 

年 6月 12日~2025年 3月 1日に、共同

研究機関（近畿ブロック小児がん医療

提供体制協議会参加医療機関）に入院

中 または外来通院中患者の保護者に

調査票の QRコードが記載されている

説明文書を配布し、研究対象者は、本

人のスマートフォン等で QRコードを

用いて、近畿ブロック小児がん患者家

族ニーズ調査 2024を読み取り、電子

アンケート調査票にアクセスし、調査

票に無記名で回答し、その結果を集計

した。調査対象者 208人に調査票 QR

コード付きのアンケートの説明文書を

配布し、110人か ら回答が得られた。

そのうち、条件を満たす、107人につ

いて集計を行った（回収率：51.4%）。

C. （倫理面への配慮）患者家族ニーズ調

研究要旨：2023 年度は近畿ブロック 21の連携病院において合計２5指標について

QI算定を行った。同時に近畿ブロックでは大阪国際がんセンター（中田佳世先生）の

協力で、小児がんの患者家族のニーズに関する調査研究も行った。QI調査では、療養

環境に関しては、子どもの療養を支援する専門職が十分配置されているとは言えない

状況であった。今後更なる充実が必要である。患者ニーズに関する調査でも患者か

らの保育に関する要求は多く見られ、令和 6 年度の診療報酬改定において、保育

士を複数名配置している場合や夜間を含めて看護補助者を配置している場合には加

算できるような仕組みが追加され、今後の保育支援の充実に期待する。
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査に関しては、大阪国際がんセンター

の倫理審査委員会で承認済（承認番号：

22017-4、承認日：2024年 5 月 1 日）

D. 研究結果

子どもの療養を支援する職種として、

ホスピタルプレイスペシャリスト

（HPS）、チャイルド・ライフ・スペシャ

リスト（CLS）、子ども療養支援しなどの

療養支援担当者が連携病院においては、

配置されていない施設割合が存在し、そ

の人数も全国平均 2.27 に対して、累計１

の施設で 1.95 と近畿地区で低かった。患

者家族ニーズ調査においても、28.9%の

患者家族が、保育士が不足していると回

答し、2022 年度調査（40.0%）、2023 年

度調査（46.1%）と比較して 10%程度減

少した。令和 6 年度の診療報酬改定にお

いて、小児入院医療管理料を算定する医

療機関に対し、保育士を複数名配置して

いる場合には加算できるような仕組みが

追加された。これにより、保育士が充足

し、付き添い家族の負担軽減が図られる

ことが期待される。

 また、小児がん相談員については平均

1.5 人の小児がん相談員専門研修を修了

した相談員が配置されているが、一方で

7 施設においては小児がん相談員専門研

修を修了した相談員が０であった。患者

家族ニーズ調査においても、がん相談支

援センターの存在を知らなかったという

家族が 33％存在し、知っていたが利用し

なかったが 45％と、多くががん相談を利

用していない状況であった。近畿ブロッ

クでは相談員の定期的なミーティングを

行い、各施設の相談内容や課題の共有を

行っている。全ての連携病院に相談員が

配置され、患者家族の相談の中心となる

ことが望まれる。

E. 考察

子どもの療養環境を支える専門職のさ

らなる充実が望まれる。がん相談支援

センターの役割をより周知し、経済的

支援や妊孕性温存など様々な情報を抜

け漏れなく提供できるよう、多職種で

の連携が求められる。

F. 結論

小児の療養環境のさらなる改善が必要

である。

G. 健康危険情報

（分担研究報告書には記入せずに、総

括研究報告書にまとめて記入）
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I. 知的財産権の出願・登録状況

（予定を含む）

1. 特許取得

該当せず

2. 実用新案登録

該当せず

3. その他
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